
 

 

 

 

          

 

 
 
令和4年度の浅茅野小学校の教育活動が終わりました。今年度もコロナ禍の影響で、予定し

ていた行事の中止や延期もありました。それでも、子どもたちの学びを保障するため、様々な

工夫をしながら、「笑顔・愛・挑戦」のキャッチフレーズで学校経営を進めて参りました。 

 

 

 

 

この「笑顔・愛・挑戦」のキャッチフレーズを達成するために必要なことは、子どもたちの

笑顔です。学校で子どもたちがたくさん笑顔を見せてくれる時は、どんな時だと思いますか。

一番多いのは、ゲームの話をしている時ではなく、授業中に自分で課題を解決できた時です。

授業中の様子を見ていると、子どもたちが「わかった」「できた」「やった」と声を出して喜

んでいる姿があります。先生方には、子どもに教え込むのではなく、自分で課題を解決できる

授業をお願いしました。このような取組は、少しずつではありますが確実な学力として、成果

がでています。また、気持ちの面での成長においても、目を見張るものがありました。特に、

「あきらめない力」「きりかえる力」「継続する力」「前向きな力」などは、大きく成長した

力の一つだと思います。これらの力は、将来生きていく上で、大人になっても必要な力です。 

一番大切なことは、何事においても、いつも謙虚な気持ちで、自分を振り返ることです。 

 

偉人の人たちのことわざです 

 

努力は、必ず報われる。もし報われない努力があるのならば、それはまだ努力と呼べない。 

                    王 貞治さん／元プロ野球選手 

 

私たちの最大の弱点は、あきらめることにある。成功するのに最も確実な方法は、常にもう 

一回だけ試してみることです       トーマス・エジソンさん／発明家・起業家 

 

 

令和４年度は，9名でのスタートでした。令和５年度も今年と

同じ児童数9名の予定です。浅茅野小学校の子どもたちの夢と希

望を育む教育活動を推進するため，来年度も，保護者の皆様，地

域の皆様の一層の御理解と御支援をお願い申し上げ，一年間の感

謝の言葉といたします。 

 

 

 

教育目標 しっかり学ぶ子 思いやりのある子 粘り強い子 

重点目標 学んだことを生かす子の育成 

キーワード  わかる気  その気  できる気 

猿払村立浅茅野小学校便り  令和５年３月２３日発行 

大人が子どもに愛情を精一杯注ぐことで、子どもは笑顔の経験をたくさん積み自信を

もち、挑戦するようになる。子どもが挑戦し続ける姿は、私たち大人に笑顔と愛を与え

てくれる。そのため、大人が挑戦する姿を子どもに見せる必要がある。 

 

 



 

 

 

  

 ３月１８日、第１０３回卒業証書授与式が  

行われました。今年は、  T さんが浅茅 

野小学校を巣立ちました。今年度は、たった  

１人の最上級生で、大変なことも少なからず  

あったと思いま 

すが、児童会活動や学校行事等を通して、常に下級生のよいお  

手本として活躍してくれました。卒業式では、これからの決意  

を堂々と述べていました。 

 これからも、浅茅野小学校で学んだことを生かしながら、中  

学校で活躍してくれることと思います。卒業おめでとうござい  

ます。 

 

  

６日（木）新学期始業式・着任式、入学式 

     前期児童会認証式 

７日（金）全校朝会 縦割り班会議 

１２日（水）児童会 １年生給食開始 

１３日（木）尿検査① 

１４日（金）心臓検診 なかよし号 

１７日（月）身体測定 聴力・視力検査 

１９日（水）児童会  

２０日（木）個人懇談① NRT 学力検査 

２２日（土）参観日、PTA 総会 

２４日（月）振替休業 

２５日（火）個人懇談② １年生歓迎会 

２６日（水） 児童総会 個人懇談③ 歯科検診 

２７日（木）尿検査② 知能検査 職員会議 

２９日（金）昭和の日 

 ※変更する場合があります。 

行事予定 

第 103回卒業式 

転出職員紹介 

 この浅茅野小が私の教頭 

としてのスタートでした。 

ずっと中学校教員だったの 

で、小学生の担任をするの 

も浅茅野小が初めてでした。赴任したときは戸

惑うことばかりでしたが、元気で素直で努力家

な子どもたち、優しい保護者、地域の皆さんの

おかげで忙しくも充実した毎日を過ごすことが

できました。 

 ４月からは稚内市立稚内東中学校で新しい生

活を送ることになります。浅茅野小を離れるの

はとても寂しい気持ちでいっぱいですが、浅茅

野小で得たことを糧に、新任地でもがんばって 

いきたいと思います。２年間、大変お世話にな

りました。 

 

真鍋 奈美 教頭 

梁田 知恵子 支援員 

１年間という短い間でし 

たが、大変お世話になりま 

した。明るく、気持ちの温 

かい子どもたちと保護者の 

皆様に支えられて多くのこ 

とを学ぶことができました。 

この経験を次の支援に生か 

していきたいと思います。本当にありがとうご 

ざいました。 

卒業制作の版画 


